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し， これらが極めて低濃度で種々の有機溶媒とゲルを形成することを見いだしている o また，ゲル形成は，三
次元的な繊維状ネットワーク構造中に溶媒を保持することによるものであることを明らかにしている。
(2) 有機低分子ゲル創出のための分子設計指針を確立するために，分子構造とゲ‘ル形成能との相関ならびに分子構
造とゲルにおける分子凝集形態の相関を検討し，ゲゾレ形成における分子間水素結合ならび、に長鎖アルキル基の
寄与について明らかにしている。
(3) ゲル形成分子の溶液中における電子吸収スペクトルの濃度依存性ならび・に温度依存性を検討し， ゲ・ル形成分子
の電子吸収スベクトルが分子会合に伴い短波長シフトすることを見いだし，ネットワークを構成する繊維構造
中の分子の配向・配列に関して重要な知見を得ている o
(4) 支持電解質を添加した有機低分子ゲルが，対応する溶液に匹敵する高いイオン伝導度を示すことを見いだすと
ともに，機能基を含む有機低分子ゲルが，新しいタイプのエレクトロクロミック材料として応用可能であるこ
とをはじめて示している。
以上のように，本論文は，有機低分子ゲルの創製，分子構造とゲ、ル形成能ならびにゲルにおける分子凝集形態との
相関の解明，ゲル形成分子の会合現象の解明，有機低分子ゲルの機能材料への応用に関して成果を挙げており，有機
材料化学の発展に寄与するところが大きし '0 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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